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高校生パーラメンタリーディベート世界交流大会

2023
～繋がりから生まれる可能性～

開催期間 2023年2月4日(土)～2月11日(土)
開催方法 オンライン（Zoom）開催
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2022年、人類はウイルスといかに共存するかを模索し始め、再び国際的な移動が可能になりつつあります。
私たちの心からの願いは、世界中の高校生が一堂に会し交流を深める場を提供することですが、まだ全世界
がウィルスとの共存に適応出来る状況にないことも現実です。参加者の安全が確実に確保できる状況にない
中、大変残念ですが、今回もオンライン開催させて頂く事に致しました。当初は、オンライン開催で参加者
同士が「繋がる」ということが実現できるのか不安を抱いておりました。しかし2021年と2022年の参加者
は、オンラインでも「繋がる」ための行動を続け、新たな形の「繋がる」を実現してくれており2023年へ繋
いでくれました。とても嬉しく思います。PDWC 2023では、こうした「繋がり方」がもたらす可能性を探
り、人類史上未曾有の時代のだからこそ生まれた新たな贈り物に注目していきます。

スタッフ紹介

主催者挨拶

1

一般財団法人WakuPro
代表理事

仲臺和子会長 杉田茂実副会長

ヘリテイジリゾート四季の湯温泉
株式会社タカネ風土
代表取締役会長

一般財団法人WakuPro
理事

スタッフ

Michelle Gray
Robina State 
High School
教員

事務局
Skip Swanson
一般財団法人WakuPro
理事

スタッフ

佐々木みどり
Southland Boys’ 
High School
教員

藤田みさ子
事務局長

株式会社仲臺事務センター
代表取締役

一般財団法人WakuPro
理事

スタッフ
Chris Clayton
東京大学
学生

協力団体紹介
Debate Mateのプログラムは、Debate Mate Schoolsという慈善団体との協力関係の下で提供されています。
Debate Mate Schoolsは、教育分野の慈善団体であり、優秀な大学生たちを通じて、世界中の子供の貧困率
が高い地域で放課後のディベートクラブを運営しています。過去9年間で、私たちはイギリス、アメリカ、
ジャマイカ、ネパール、U.A.E.、カタール、メキシコ、ルワンダ、ケニア、ガーナ、ナイジェリア、中国、日
本、韓国、イスラエルで25,000人を超える若者たちを指導してきました。

Margaret McCabe
法廷弁護士・ディベートメイト創設者
会長

Debate Mate
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PDWCの目的

イベントの趣旨

PDWC (高校生パーラメンタリーディベート世界交流大会）は、一般財団
法人WakuProの「インターナショナルフレンドシッププログラム」の
一環として、

1. 日本と世界の高校生達がディベートを通じ様々な意見を交換し、将来
に向けて世界平和を築く礎となる友情を育むこと

2. 世界各地域の歴史と文化の紹介を相互に行い、お互いを尊重し理解
することに努め、多様性を楽しく受け入れること

3. 世界の高校生たちに日本を見て知って頂く機会を提供し、日本の文化
や伝統を世界に向けて発信して頂くこと を目指します。

学生は次年度以降ユースアンバサダーとして参加しリーダースキルも身に
つけます。

ディベートについて

文化アクティビティと参加者交流イベントについて

WakuProが目指すディベートは、様々な社会課題について議論すること
で、世界規模で考えるコミュニケーションスキルを学ぶと同時に、次世代
リーダーを育成する場として提供しています。また、同世代の学生と議論
をすることで世界中の友達と繋がり、一生涯の友情を育むことを
目指しています。メンターはイギリスのDebate Mateが努めます。

WakuProは一生涯の友情が育まれるこの時間をとても大切にしています。
それぞれの文化的背景を理解し、友情をより一層深め、大会で培った
コミュニケーションスキルをフル活用し、平和で明るい未来を次世代へ繋
げるための貴重な時間を過ごして頂きます。
また日本の文化や魅力を世界中に発信して頂くための楽しいイベントを提
供します。
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大会概要

1. 募集校数

2. チーム構成

3. 応募対象となる学生

4. 開催方法について
オンラインアプリ(Zoom)を利用します。
大会は非公開で行います。(一般公開は致しません) 
時差は考慮しますが、原則日本時間 9:00 ～ 21:00 で
実施します。
参加国の時差を考慮し、参加校決定後にスケジュールを
変更する場合があります。

海外 6カ国 + 日本国内 6校 計12校

参加生徒 3名 + 引率教員 1名 計 4名（1校 1チーム）
男女混合、他学年混合可(在籍生徒なら自由) 
＊但し、申込後に参加者の変更は出来ません。

世界中の高校生と積極的に交流したい学生
ディベートについてもっと知りたい学生
活発で積極的、好奇心旺盛でオープンな学生
スケジュールを守り、時間を厳守できる学生
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応募の詳細

1. アプリケーションフォーム(応募専用ページにあります) 
PDWCホームページのPDWC応募専用ページよりご応募下さい。

2. 学校・自己紹介動画（＊５分以内）
• 5分以内であればフォームは自由です。音楽もありです。
• 個人単位でも全員参加でも構いません。 引率教員も必ず参加して下さい。
• この動画は学校紹介に使用しますので、地域の紹介や学校紹介など楽しい動画を作成して下さい。
• 動画には

① 国名
② 学校名
③ 名前（参加者 + 引率教員）を必ず入れて下さい。

• 動画は非公開YouTubeリンクを応募専用フォームに記載して下さい。

募集期間 2022年9月 15日(木)～ 10月14日(金) 
参加校発表 2022年10月31日(月)
発表方法 引率教員宛にメール配信とPDWCホームページ上に掲載

応募方法

① 学校名（国名）
② 参加者氏名（3名）
③ 参加者年齢（3名）
④ 引率教員氏名
⑤ 引率教員連絡先（E-Mail）
⑥ 引率教員緊急連絡先（電話番号）

（注）応募申込みは必ず引率教員が行って下さい。
生徒からの申込みは受付けませんのでご了承下さい。

応募期間及び参加校決定期間

1. Zoom接続テスト（全員参加必須）
・大会前に接続確認テストと注意事項等をお伝えします

2. Opening Ceremony (自由参加）
・ウェビナー形式で開催

3. Debate Training （全員参加必須）
・Debate Mateによるトレーニングを行います

4. Debate Event （全員参加必須）
・Mix Debateを行います

5. Debate Round （全員参加必須）
・Debate Roundは各校予選3ラウンド実施
・上位4校がSemi-Final Debate Round進出

6. Semi-Final Debate Round
・上位2校がFinal Debate Round進出

7. Final Debate Round（見学可能）
・優勝校決定

8. 学校紹介（全員参加）
・応募時作成の動画を紹介して頂きます

9. 文化アクティビティ （全員参加）
・日本文化をバーチャルで体験して頂きます
・内容は当日発表しますのでお楽しみに

10. 参加者交流イベント （全員参加）
・PDWCオリジナルプログラム 友情を深める時間

11. Closing Ceremony （自由参加）
・優勝校発表
・各種表彰
・ウェビナー形式で開催

イベント内容

https://wakupro.org/pdwc/apply/
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スケジュール （案）

1/30 (月) 9:00 - 9:30 Zoom接続テスト 1
1/31 (火) 16:00 - 16:30 Zoom接続テスト 2

2/1 (水)
10:00 - 10:30 Zoom接続テスト 3
19:00 - 19:30 Zoom接続テスト 4

2/2 (木) 22:00 - 22:30 Zoom接続テスト 5

2/4 (土)
17:00 - 18:00 Opening Ceremony 
18:30 - 20:30 Debate Training Group 1
21:00 - 23:00 学校紹介1

2/5 (日)
9:00 - 11:00 文化アクティビティ1
16:00 - 18:00 学校紹介2
21:00 - 23:00 Debate Training Group 2

2/6 (月)
16:00 - 18:00 Debate Event 1 (Mix Debate)
19:30 - 20:30 参加者交流イベント1
21:00 - 23:00 Debate Round 1 Group 1（3対戦同時開催）

2/7 (火)
17:00 - 19:00 Debate Round 1 Group 2（3対戦同時開催）
21:00 - 23:00 Debate Event 2 (Mix Debate)

2/8 (水)
18:00 - 20:00 Debate Round 2 Group 1（3対戦同時開催）
20:30 - 22:30 Debate Round 2 Group 2（3対戦同時開催）

2/9 (木)
17:30 - 19:30 Debate Round 3 Group 1（3対戦同時開催）
20:00 - 21:00 参加者交流イベント 2
21:30 - 23:30 Debate Round 3 Group 2（3対戦同時開催）

2/10 (金)
17:00 - 19:00 Semi-Final Debate Round（2対戦同時開催)
21:30 - 22:30 参加者交流イベント 3

2/11 (土)

10:00 - 12:00 文化アクティビティ 2
16:00 - 17:00 参加者交流イベント 4
17:00 - 19:00 Final Debate Round
19:00 - 20:00 Closing Ceremony

*スケジュールは変更になる場合があります。
**すべての時間は日本時間です。



6

前回大会の概要
実施日 2022年2月5日（土）～ 2月12日（土）

国内
神戸市立葺合高等学校（神戸）
神戸大学附属中等教育学校（神戸）
渋谷教育学園渋谷中学高等学校（東京）
クラーク記念国際高等学校（東京）
東海高等学校（名古屋）
さいたま市立浦和高等学校（埼玉）

海外
Robina State High School (Australia)
Cedartown High School (U.S.A.)
Gia Dinh High School (Vietnam)
Anglo Singapore International School (Thailand)
SMA Negeri 3 Banda Aceh (Indonesia)
Southland Boys’ High School (New Zealand)
Future Complex High School (Mongolia)
Janak Nath Memorial Secondary School (Nepal)

場 所 Zoom (オンライン)

目 的 世界中の高校生がOnlineで繋がり、お互い
の文化の違いを理解し、受け入れより良い
未来を実現するために議論し交流を深める

内 容 1. Debate Training
2. Debate Round
3. 参加者交流イベント
4. 文化アクティビティ

主 催 一般財団法人WakuPro

協 力 Debate Mate

参加校一覧

対戦表

準決勝ディベートラウンド

決勝ディベートラウンド

実 施 日 2月11日（金）17:00 ‒ 19:00
モーション「メタバースは益となるよりも害となるかどうか」

“This house believes that the Metaverse will do more harm than good”

実 施 日 2月12日（土）17:00 ‒ 19:00

結 果
優 勝 Cedartown High School (USA) 
準優勝 Shibuya Junior and Senior High School (Tokyo, Japan)

モーション「医学の分野では、不老不死を可能にする治療法が完成すれば、その治療法は
自由に利用できるようにするべきかどうか」
“In a world where the field of medicine prefect treatments which enable
amortality, THBT the treatments should be made freely available.”

参加校 国内 6校 + 海外 7校 計13校
（＋ユースアンバサダー1チーム）
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